
図形と方程式 直線の方程式：関連問題

平行/垂直な直線 (2)

kx + 2y − 4 = 0 · · · (1)
2x + ky = 3 · · · (2)
平行/垂直になるときの定数 k は？
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今回の学習目標
平行/垂直になるように直線の方程式を調整
● 平行と垂直な直線での傾きの取り扱い方の注意
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例 1 3x + 2y − 4 = 0 · · · (1)と 2x + ky = 3 · · · (2)
が、平行になるときと垂直になるときの定数
kの値をそれぞれ求めよ。

(1)の傾きをm1、(2)の傾きをm2とすると、

m1 = −3

2
, m2 = −2

k

平行のとき、m1 = m2であるから、
−3

2
= −2

k
k =

4

3
→平行
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ビデオを止めて問題を解いてみよう

問 1 kx + 2y − 4 = 0 · · · (1)と 2x + ky = 3 · · · (2)
の２直線が、平行になるときと垂直になると
きの定数 kの値をそれぞれ求めよ。
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m1 = −k

2
、m2 = −2

k

もしも 垂直のとき、m1 ·m2 = −1とすると、
k

2
· 2
k
= 1となり、m1 ·m2 = 1になってしまう。

なぜ？ m2 = −2

k
は、k ̸= 0を前提としているから、

k = 0ならば、(1)は 2y = 4、(2)は 2x = 3
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